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人
は
誰
で
も
死
を
迎
え
ま
す
。「
お
く
り
び
と
」

は
、
亡
く
な
っ
た
人
が
あ
の
世
へ
向
か
う
「
安
ら

か
な
旅
立
ち
の
お
手
伝
い
」
を
す
る
納
棺
師
を
主

人
公
に
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
は
尊
厳
を
持
っ
た
存
在
で
、
か
け

が
え
の
な
い
人
生
や
家
族
が
あ
り
、
亡
く
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、「
穢
れ
て
い
る
」
と
か
「
清
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
人
の

尊
厳
を
守
り
、
人
生
の
最
期
を
見
送
る
納
棺
師
の

仕
事
は
、
遺
族
か
ら
感
謝
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
差
別
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
が
、
死
や
葬
式
を
縁
起
が
悪
い
、

不
浄
な
も
の
と
し
て
忌
み
嫌
い
、
そ
れ
に
関
わ
る

人
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
根
底
に
は
、「
ケ
ガ
レ

意
識
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ケ
ガ
レ
意
識
」
が

今
日
の
差
別
や
偏
見
等
の
人
権
問
題
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
「
お
く
り
び
と
」
は
、
私
た
ち
が
持

つ
職
業
観
や
人
生
観
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
と

も
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
家
族
の
絆
、
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
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人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
、
市
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
す
。
現
在
、

約
1
万
4
千
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
全
国
の
市
町

村
に
配
置
さ
れ
、
人
権
に
つ
い
て
中
立
・
公
平
な

立
場
で
法
務
局
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
小
郡
市
で
も
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
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福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局
お
よ
び
久
留
米
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
（
久
留
米
市
や
小
郡
市
な
ど
の

人
権
擁
護
委
員
で
組
織
さ
れ
た
団
体
）
で
は
、
面

接
お
よ
び
電
話
で
あ
ら
ゆ
る
人
権
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
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土
曜
・
日
曜
・
休
日
以
外
の
午
前
８

　

時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

�
�
�　

福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局
（
久
留
米
市

　

城
南
町
2
1
‐
５
�
３
９
・
２
１
２
１
）　
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毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
午

10

　

後
３
時

�
�
�　

人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
市
小

　

郡
２
９
６
�
８
０
・
１
０
８
０
）

※
６
月
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
併
せ
て
６

　

月
１
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
特
設
相
談
日
は
７
月　

日（
金
）で
す
。

17

　

予
約
は
不
要
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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毎
年　

月
４
日
〜　

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人

12

10

権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
人
権

尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
や
講
演
会

の
開
催
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
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人
権
擁
護
委
員
が
地
元
の
小
学
校
等
に
出
向
い

て
「
ひ
ま
わ
り
の
種
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
協
力
し
あ
っ
て
育
て
る
こ
と
を
通
し

て
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
や
「
相
手
へ
の
思
い
や

り
」
な
ど
の
人
権
尊
重
思
想
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
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次
代
を
担
う
中
学
生
が
、
人
権
問
題
を
テ
ー
マ

に
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
し
、
豊
か
な
人
権
感
覚

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
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主
に
小
学
生
、
幼
稚
園
児
な
ど
を
対
象
に
、
人

権
の
花
運
動
の
際
の
学
校
訪
問
や
、
総
合
学
習
の

時
間
等
を
利
用
し
て
、
啓
発
ビ
デ
オ
や
啓
発
冊
子
、

人
権
擁
護
委
員
が
作
成
し
た
手
作
り
紙
芝
居
な
ど

を
使
用
し
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て

い
ま
す
。
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「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」と
い
う
被
害
者
か
ら
の

申
告
等
を
受
け
て
、
救
済
手
続
を
開
始
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
、

情
報
の
収
集
、
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
、
処
理
に

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
の
途
中
で
、
当
事
者

の
主
張
や
利
害
を
調
整
し
、
事
案
の
円
満
な
解
決

を
図
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。
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人
権
・
同
和
対
策
課
�
７
２
・
２
１
１
１　

内
線
４
３
２


